
Vol.5
2008.12

Fukuchi
Town
Council
News



1

9月10日（水）�

9月11日（木）�

9月12日（金）�

9月16日（火）�

9月17日（水）�

9月18日（木）�

9月19日（金）�

9月22日（月）�

9月24日（水）�

9月25日（木）�

本会議（第1日）�

決算特別委員会�

　　　〃�

総務文教常任委員会�

予備日�

厚生常任委員会�

産業建設常任委員会�

予備日�

本会議（第2日）�

本会議（第3日）�

議
決
結
果
�

9月�9月�
定
例
会
報
告�

定
例
会
報
告�

平
成
20
年
第
3
回
定
例
会
が
、9

月
10
日
〜
9
月
25
日
ま
で
16
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、議
案
や

請
願
・
陳
情
な
ど
の
審
議
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。�

会  期  日  程�

�

議案第52号　町道路線の変更認定を  撤  回�

【
認
定
第
1
号
】
平
成
19
年
度
福
智
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
認
定
�

　
平
成
19
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
�

【
報
告
第
４
号
】平
成
19
年
度
福
智
町
水
道
事
業
会
計
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て
�

【
発
議
第
2
号
】
福
智
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、規
則
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
�

【
議
案
第
46
号
】
福
智
町
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
給
水
装
置
の
負
担
区
分
と
維
持
管
理
を
明
確
に
す
る
た
め
、条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
�

【
議
案
第
47
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

2
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
に
2
億
6
6
4
万
2
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総

額
が
1
3
3
億
4
4
4
0
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

【
議
案
第
48
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
2
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
算
額
に
5
5
4
万
1
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
が
5
億
9
7
0
5
万
1
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
�

【
議
案
第
49
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）に
つ
い
て
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
に
6
4
8
万
1
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総
額
が

5
億
3
9
3
9
万
2
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

【
議
案
第
50
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
1
号
）に
つ
い
て
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
か
ら
2
億
2
3
6
8
万
円
を
減
額
し
、予
算
の
総

額
が
36
億
7
4
7
7
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

【
議
案
第
51
号
】平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診
療

所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
か
ら
5
3
9
5
万
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額
が

10
億
5
1
7
4
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

【
議
案
第
52
号
】
町
道
路
線
の
変
更
認
定
に
つ
い
て
…
…
撤
回
�

【
議
案
第
53
号
】工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
平
成
19
年
度
地
域
住
宅
交
付
金
事
業（
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

赤
池
団
地
建
築
主
体
工
事（
第
1
工
区
）の
工
事
請
負
契
約
の
締
結

で
す
。
�

【
議
案
第
54
号
】工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
原
案
可
決
�

　
平
成
19
年
度
地
域
住
宅
交
付
金
事
業（
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

赤
池
団
地
電
気
設
備
工
事（
第
2
工
区
）の
工
事
請
負
契
約
の
締
結

で
す
。
�

【
請
願
第
2
号
】
郵
政
民
営
化
法
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
請
願
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
採
択
�

【
陳
情
第
1
号
】
乳
幼
児
医
療
費
の
就
学
前
ま
で
の
完
全
無
料

化
を
求
め
る
陳
情
書
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
25
日
　
採
択
�
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決算特別委員会報告�
　平成19年度福智町一般会計および特別会計歳入歳出決算を審査するため、平成

20年9月10日の本会議において決算特別委員会を設置し、2日間にわたり審議し

ました。担当課より内容説明を受け、また福智町監査委員による決算審査意見書を

参考としながら慎重に審議した結果、決算額を認定することに決定しました。なお、

決算額は次のとおりです。�

�

・基金現在高の状況　（平成19年度末）・・・・・・ 119億7379万5千円 ［平成18年度末は126億5849万8千円］�

・地方債現在高の状況（平成19年度末）・・・・・・ 232億6300万5千円 ［平成18年度末は248億3675万2千円］�

※なお、地方債については、国から約60％が地方交付税として交付されます。�

歳　入�
町税�
1,593�

（11.1％）�
繰入金�
835�

（5.8％）�

その他�
（諸収入）�
1,989�

（13.9％）�

地方譲与税等�
446�

（3.1％）�

地方交付税�
5,751�

（40.2％）�

県支出金�
870�

（6.1％）�

地方債�
1,277�
（8.9％）�

国庫支出金�
1,564�

（10.9％）�

歳　出�

公債費�
3,262�

（24.0％）� 民生費�
3,536�

（26.0％）�教育費�
1,053�
（7.7％）�

災害復旧費�
14�

（0.1％）�

議会費�
128�

（0.9％）�

諸支出金�
169�

（1.2％）�
総務費�
1,441�

（10.6％）�

衛生費�
803�

（5.9％）�労働費�
606�

（4.5％）�

農林�
水産業費�
335�

（2.5％）�

商工費�
163�

（1.2％）�

土木費�
1,788�

（13.1％）�

消防費�
313�

（2.3％）�

一般会計�（単位：百万円）�

特別会計�（単位：千円）�

水道事業会計（収益事業）�（単位：千円）�

一般会計� 143億2,554万5千円� 136億1,149万円� 7億1,405万5千円�

水道事業会計� 5億7068万9千円� 5億5206万1千円� 1862万8千円�

住宅新築資金等貸与事業� 2億9358万9千円　� 2億6925万7千円　� 2433万2千円　�

国民健康保険� 26億281万5千円　� 29億9681万9千円　� △3億9400万4千円　�

老人保健� 28億9374万6千円　� 28億6507万1千円　� 2867万5千円　�

福智町立診療所事業� 8億9904万4千円　� 10億4384万6千円　� △1億4480万2千円　�



問�

�

（答）�

意�

�

見�

問�

�

�

（答）�

�

�

問�

（答）�

�

問�

（答）�
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総務文教常任委員会報告� 委員長　池 永 利 治�

支所の実情は把握しているのか。また、人員を3名

減らしているが現場に混乱はないのか。�

窓口に来る住民の数や電話対応などは、赤池支所の

方が多く、充分に対応ができていないと支所から聞

いている。現場の状況判断をもう少し議論しておく

必要があったと思う。�

6月議会で質問したが、赤池支所の中に社会福祉法

人の事務所が入っていることについて、どのように

改善されたか。�

行政財産の目的外使用ということで使用許可を出し、旧

赤池のときから庁舎内で会議などをおこなっている。町と

しても、今までの経過があるので利用している状況である。�

電気代など全部町が負担しているが、改善されたのか。�

改善すべきところは改善しなくてはいけないと思っ

ている。�

今後の方針は。�

整備に時間がかかるかもしれないが、赤池福祉会と

充分協議しながらやっていきたい。�

給食費滞納の徴収はどうなっているか。�

個別の徴収は数件おこなっている。また、滞納者に対し

て給食費未納のお知らせと、現年分については督促状を

納付書と一緒に毎月出している。�

議案第52号は賛否両論ある。本来、町道認定の審議は、

資料と説明がきちんとされていれば短時間で終わる。し

かし、過去の町道認定をした件、また、いまだに砂利道の

ままの町道や各地区からの要望などが、何年も放置され

ている状況がある。この順序の整理や地域の説明をず

さんにやってきたことが、産業建設常任委員会だけの付

託にならず、全常任委員会での審議という形になってき

ている。なぜ、県道から県道をつなぐ河川の道路を町費

でしなければならないのか。財政改革をうたいあげる行

政であれば、本来、県の費用ですべきではないか。この

箇所を町道認定し工事した場合、今後草刈りだけで年に

約300万円はかかる。県に願い出てもいいのではないか。

この議案をどうすべきかもう一度審議してもらいたい。�

問�

（答）�

�

�

意見�

【付託された案件】　議案第47号・52号・請願第2号��
【審査結果】　各担当職員より説明を受け慎重審議した結果、議案第47号は可決し、議
案第52号は賛成少数により否決となりました。請願については、採択すべきものと決定

しました。主な意見・質疑は次のとおりです。�

問�

（答）�

意�

問�

�

�

（答）�

�

問�

（答）�

厚生常任委員会報告� 委員長　堀 江 政 洋�

水道管に鉛が使用されている箇所があるのか。�

赤池地区の高尾通りに、炭鉱時代に移設された水道

管が何件かあり、その一部に鉛が使われている。�

鉛管は有毒な物質が出る。それがわかっていてその

まま放置しておくことはどうかと思う。有害物質が出

ないような管に替えるべきではないか。�

調査を進めて鉛管の判明した所は、早急に取替えを

おこないたい。�

診療所の医師派遣について、今後はどうなっているか。�

県に派遣のお願いをしているが、県も抱えている人

数が非常に少なく厳しい状況にある。県からは、自治

医科大の卒業生に頼るのではなく、特定の先生を確

保したほうが、安定した地域医療を運営していくため

には必要ではないかと話があった。医師を登録し、先

生を派遣する仲立ちをする会社もある。こことも接

触しながら、何とか対応できるように進めている。�

平成19年12月議会で、赤池中学校の校庭の一部を町

道として認定したが、どうなっているのか。�

地域住民・保護者・学校関係者の要望をまとめ、安全対

策等を話し合っていきたい。�

議案第52号について、県にお願いはしたのか。�

約7路線の県道について、町道として移管を受ければ、

この工事をしてもいいとの話はあった。しかし、県道が町

道になった場合、管理費用が膨大になるので、町でこの

路線の改良を図りたい。�

将来、ほとんどの県道を町が管理するようになると思う

が。県のほうでも、もう少し経緯を調べて話を進めてほ

しい。また、あの箇所は霞堤という文化財的な価値があ

ると思うが。�

国交省が全部埋めた経緯がある。かつて存在したという

記録を残していきたい。�

�

�

�

問�

�

（答）�

�

問�

（答）�

�

�

�

問�

�

�

�

（答）�

【付託された案件】　議案第46号・47号・48号・49号・50号・51号・52号・陳情第1号��
【審査結果】　各担当職員より説明を受け慎重審議した結果、議案7件のうち議案第52号は
採決の結果否決となり、その他議案6件は可決されました。陳情については、採択すべきもの

と決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。�
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問�

�

（答）�

意�

問�

（答）�

�

�

問�

�

�

�

�

（答）�

�

�

産業建設常任委員会報告� 委員長　大 島 勇 夫�

グレーチング（排水路にかぶせるステンレス製等の

ふた）の盗難があると聞いたが。�

道路の横断側溝が多く盗難され赤池地区で多発して

いる。�

簡単に持っていかれるのか。�

最近はネジで固定されているが、昔の分は置くだけ

の物が多い。その分が盗難にあっている。固定する

と後の管理が大変だが、盗難の処置は施している。�

議案第52号について、町道に認定しないといけな

いのか。再度、県にお願いをし県道にしてもらう努力

をするという考えはないのか。町道にすれば、町の

費用が相当かかると思う。県ですれば、町に負担が

かからないのではないか。�

県と話し合ってきたが、最終的になぜ町で取り組む

形で提案しているのかというと、県の工事でも工事

費の15％は町が負担する。また、将来、他の県道を

町道に移管された場合、この維持管理のほうが町の

負担が増えるだろうという判断のもと、提案している。�

現在の計画を進めることが、町にとって財政的な負担が

軽減されることだと思う。総務文教常任委員会では、詳

しい資料が提出されず否決となった。資料を提出してい

れば違ったのではないかと思う。�

この件については、まだまだ県と折衝してもらいたい。�

町道認定については、神崎地区で取り下げた経緯がある。

ただ旧赤池町からの流れで漠然と出すのではなく、今後

は慎重にしてもらいたい。総務・厚生常任委員会で否決

されたことは、何らかの意味があるから否決されたと思う。

そこらあたりも考えてほしい。�

4億1千万円の工事で、3業者中2業者で住宅工事の入

札がおこなわれた。町内には8～9業者いたと思うが、そ

の経緯を教えてもらいたい。�

該当業者が9業者あった。選定委員会にかけて入札参加

できたのが3業者で、1業者が辞退し、2業者で入札をし

た。入札の実施については、要綱等に沿って実施している。�

意見�

�

�

�

意見�

意見�

�

�

�

�

問�

�

�

（答）�

【付託された案件】　議案第47号・52号・第53号・54号・��
【審査結果】　各担当職員より説明を受け、議案4件を慎重審議した結果、可決すべきも
のと決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。�

�

監 査 報 告 �監 査 報 告 �監 査 報 告 �代表監査　大久保　琢　磨�
議会選出監査　杉　本　數　男�

◆監査委員は、町長から独立した立場で、町の会計処理が適正に執行されているか、また事務

事業が効率的に運営されているかなどをチェックします。定数は２人で、行財政運営に識見を

有する者と町議会議員の中から選任されます。�

　預金通帳や日計表など関係書類を検査した結果、預金通帳・

日計表残高は符合していました。また全体として、日常の事務

処理、事業の執行は所期の成果をあげています。�

例月出納検査・例月監査�

監査日�6月26・27日、7月28・29日、8月26・27日�

行　政　監　査�

監査日�7月～8月（27日間）�

　市場小学校を実施しましたが、整理ができておらず、監査を

実施することが難しいと判断し中止としました。今後、台帳の

整理などができ次第、再度実施する予定です。�

備　品　監　査�

監査日�8月11日�

　すべての課を対象に事務監査をおこないました。また、事

業課の現場監査も実施しました。�

　監査結果は、年々良くなっているように見受けられますが、

まだ不十分な部分もあるので、指導した事項については、改

善するよう要望します。ま

た事業課においては、事

業実施に関して課内協議

をじゅうぶん行い、実施を

お願いします。�
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�郵
政
民
営
課
法
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
請
願
・・・
採
択
�

�【
請
願
内
容
】
平
成
19
年
10
月
に
、郵
政
三
事
業（
郵

便
・
郵
便
貯
金
・
簡
易
保
険
）が
、
民
営
・
分
社
化

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
ダ
ウ
ン
が

生
じ
、地
域
住
民
の
不
安
の
声
を
多
く
耳
に
し
ま

す
。
郵
便
局
で
の
手
続
き
が
複
雑
に
な
り
、
待
ち

時
間
は
長
く
、
土
・
日
曜
日
の
郵
便
物
の
差
し
出

し
は
、田
川
市
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存

続
に
赤
信
号
が
灯
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、金
融
サ
ー
ビ
ス（
貯
金
・
保
険
）

に
つ
い
て
は
、将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
、法
律
の
上
で
は
何
ら
の
保
証
も
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ほ
か
の
代
替
手
段
を
も
た
な
い
住
民
に

と
っ
て
は
、大
き
な
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
郵
便
・
貯
金
・
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
が
、
将
来
と
も
郵
便
局
に
お
い
て
確
実

に
提
供
さ
れ
、
国
民
の
利
便
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
、
法
的
な
見
直
し
も
含
め
、
郵
政
三
事
業
が
一

体
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま
す
。
�

�【
結
果
】
こ
の
請
願
は
採
択
さ
れ
、
内
閣
総
理
大

臣
・
総
務
大
臣
・
参
議
院
議
長
・
衆
議
院
議
長
へ

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
�

���������

�乳
幼
児
医
療
費
の
就
学
前
ま
で
の
完
全
無
料
化

を
求
め
る
陳
情
書
・・・
採
択
�

�【
陳
情
内
容
】
福
岡
県
知
事
は
、
本
年
10
月
よ
り

就
学
前
ま
で
の
通
院
医
療
助
成
の
無
料
化
を
発

表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
新
制
度
で
は
、1
月

当
た
り
6
0
0
円（
上
限
）の
窓
口
負
担
と
、所
得

制
限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、他
科
受
診
や
兄
弟
で

同
時
に
受
診
し
た
場
合
、ま
た
喘
息
な
ど
の
長
期

受
診
を
し
た
と
き
は
現
行
制
度
よ
り
負
担
が
大
き

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
十
分
な
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
と
は
い
え
ま
せ
ん
。『
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
医
療
費
の
心
配
な
く
』
医
師
に

相
談
や
治
療
を
受
け
ら
れ
る
状
態
に
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
県
の
助
成
制
度
か
ら
一
部
負
担
と
所
得
制

限
が
無
く
な
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
貴
自
治
体
で
も

独
自
に
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
�

　
よ
っ
て
、
県
に
対
し
、
10
月
実
施
の
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
の
窓
口
負
担
と
所
得
制
限
を
無

く
す
よ
う
意
見
書
を
採
択
し
、
県
の
助
成
制
度
か

ら
窓
口
負
担
・
所
得
制
限
が
無
く
な
る
ま
で
の
間
、

貴
自
治
体
が
窓
口
負
担
お
よ
び
所
得
制
限
に
よ

り
対
象
外
と
な
る
方
へ
の
助
成
を
お
こ
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
�

�【
結
果
】
こ
の
陳
情
は
採
択
さ
れ
、
福
岡
県
知
事

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
�

��������

�����������������　
本
庁
内
で
放
映
す
る
議
会
の
中
継
カ
メ
ラ
を

修
理
し
ま
し
た
。
本
議
会
開
会
中
は
、本
庁
１
階

の
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
ま
す
の
で
、役
場
に
寄
っ

た
際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

　
ま
た
、議
事
堂
へ
傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
か
ら
、傍

聴
席
で
の
音
が
聞
き
づ
ら
い
と
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、こ
ち
ら
も
改
善
し
ま
し
た
。
�

�

請願・陳情紹介�

請
願
第
2
号
�

陳
情
第
1
号
�

お

知

ら

せ

�
議事堂のカメラを�

修　理�
議事堂のカメラを�

修　理�
議事堂のカメラを�

修　理�
議事堂のカメラを�

修　理�

→
本
庁
1
階
の
ロ
ビ
ー
。
議

会
開
会
中
は
、テ
レ
ビ
で
放

送
し
て
い
ま
す
。
�

←
議
事
堂
の
傍
聴
席
。
緊

迫
し
た
雰
囲
気
が
味
わ
え

ま
す
。
�
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福智町議会だより vol.5

獺ヶ谷水路耐震被害調査特別委員会�
うそがたに�

�
�
【問題点】�
　一住民と補償誓約書を交わした行為について。�

　補償費の算定を二重にコンサルタントに委託している。�

　近隣被害家屋と比べて異常に補償額が大きい。�

　当初、振動被害を想定していなかった問題とその対応の

仕方。�

　振動被害と認めながら鉱害復旧申請を要請した問題。�

�

【指摘・改善事項】�
　 町長が一住民と補償誓約書を交わすことは前代未聞の

行為である。その文面についても「仮設住宅を含む」など

具体的な記述をしており、後の話し合いで暗礁に乗り上げ

る結果となっている。誓約書の連名者である当時の助役の

証言では『この家屋は振動被害ではなく鉱害被害ではない

かと思った』との供述があり、ここに当時の行政の一貫性の

なさが判明した。�

　 補償費の算定については、行政が提示した額と被害者

の主張する額に差があるため、再度コンサルタントを入れ

て算定をしたとのことであるが、算定額に違いがある場合は、

その違いを説明し、合意点を見つけることが必要であると

考える。違いが生じたら、別のコンサルタントを入れ算定を

し直すとなると、当初、行政が提示した額の根拠が揺らぐと

ともに、信頼性そのものが揺らぐことになる。また、このよ

うな事例をつくると、他の事例にも影響し、行政の仕事に混

乱を生じることになる。�

　 近隣家屋との比較でいえば、他の家屋に比べ工事現場

から離れているにもかかわらず、補償額が他の家屋の5倍

から20数倍を提示しており、近隣住民からの不平・不満に

対し、納得のいく説明が必要となる。このことにより行政の

信頼性を問われることとなる。�

　 行政とコンサルタントの判断で、工事箇所より距離があ

るため、振動被害の対象外としたが、地元説明等きめ細か

く行っていれば、対応できたのではないか。�

　 町長は振動被害と認めた中で、石炭鉱害申請をしたことは、

新エネルギー・産業技術総合開発機構に対し不正申請をした

行為であり、却下されたとはいえ、背任行為を働いたことになる。

この行為は、今後の鉱害申請に対し、関係団体に悪影響を及ぼ

すことが懸念される。行政としてじゅうぶん考慮すべきである。�

�

【総括】�
　この事案は、下水道工事に伴う振動被害により、その補償額

について、行政と被害者の間で合意に至らず、今日まで未解決

のまま持ち越したものであるが、前記問題点および指摘・改善

事項で示したように、多くの課題を抱えている。中でも行政運

営での一貫性のなさを指摘しておかなくてはならない。積算し

た補償金額が合意できなければ、また違うコンサルタントに積

算をやり直させたり、振動被害と認めていながら鉱害復旧の申

請を出させたり、その場しのぎの対応が行われており、明確な

町の方針が見えない。もちろん状況の変化により、行政の柔軟

な対応が求められる場合もあるが、無原則な対応は行政の信頼

性を損ない、住民の不信を招くこととなる。また、行政内部にお

いても、担当課長が状況を把握しておらず、町長・助役のトップ

ダウンや係長の判断のみで進めるなど、問題点も証言の中で明

らかになっており、行政運営の見直しが必要となっている。この

事案は、前にも述べたように、現在未解決であり、これからの行

政の対応が大きな課題となっている。対応次第では、近隣住民

からの不平や不満も予想される中で、公平・公正な業務の執行

と説明責任、および今後の早急な対応が望まれる。�

�

　以上の報告をもって、平成20年3月5日に設置された、獺ヶ

谷水路耐震被害調査特別委員会（100条委員会）の報告とい

たします。�

�

委員長　皆川　高司　　副委員長　渡邉　文敏�

委　員　池永　利治　　安永　榮一�

　　　　　津　鶴己　　浦田　光由�

　平成20年3月定例会で設置をした獺ヶ谷水路耐震被害調査特別委員会が、平成20年9月定例

会で調査終了の報告をおこないました。委員会を10回開催し、証人として21人の方々に協力をい

ただいた調査結果の概要を次のとおり報告します。�

【獺ヶ谷下水道改修工事の概要および経過】�
　獺ヶ谷下水道は、平成15年7月の集中豪雨で被害を受けたことにより、平成15年度に旧赤池町で水路の改修計画を立て、平成

16・17・18年度の3ヵ年計画で施工することとなった。今回問題となった箇所は、16年度施工分である。�

　16年度工事の中で、振動による建物への被害があり、事前調査、事後調査に基づき、被害者の方と契約を交わし処理した。しか

し、一人だけ事前調査を行っておらず、事後調査で被害額を算定したが合意に至らず、現在協議中である。�

報 告�報 告�

調 査 結 果 �調 査 結 果 �
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議員�池永利治�

※一般質問は受付順に掲載しています。�

掲
載
文
字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、質
問
事
項
の
多
く
を
省
略
し
て
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。�

詳
細
に
つ
い
て
は
、議
会
事
務
局
に
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

一
般
質
問�

一
般
質
問�

���������

未
収
金
の
徴
収
状
況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

現
在
、
未
収
金
が
３０
数
億
円
あ
る
と
い
う
実
態

は
昨
年
か
ら
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
集
金
状
況
は
う
ま

く
い
っ
て
い
ま
す
か
。
�

【
税
務
課
長
】
　
訪
問
徴
収
し
た
際
に
、
町
長
の

6
5
1
万
円
の
件
が
納
付
相
談
の
中
で
出
て
き

ま
し
た
。
�

�

町
長
の
6
5
1
万
円
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
弊
害
が
あ
り
ま
す
か
。
�

【
税
務
課
長
】
　
納
税
協
議
の
中
で
そ
の
よ
う

な
話
し
が
出
て
く
る
の
で
、
私
ど
も
は
聞
く
方

に
回
っ
て
い
ま
す
。
�

�

�住
宅
課
の
徴
収
状
況
は
ど
う
で
す
か
。
�

【
住
宅
課
長
】
　
強
調
月
間
で
集
中
的
に
回
っ
た

際
、
町
長
は
お
支
払
い
し
ま
し
た
か
、
と
い
う
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
�

�

�人
権
・
同
和
対
策
課
は
ど
う
で
す
か
。
�

【
人
権
・
同
和
対
策
課
長
】
　
住
宅
新
築
資
金
貸

付
金
等
に
つ
い
て
も
、同
様
に
影
響
し
て
い
ま
す
。
�

�担
当
課
長
は
、
町
長
の
6
5
1
万
円
の
未
納
が

集
金
業
務
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
給
食
費
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

そ
の
弊
害
は
何
か
。
町
長
が
6
5
1
万
円
払
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
昨
年
、
監
査
か
ら
勧
告
さ
れ
、

そ
の
後
町
長
は
自
ら
き
ち
ん
と
支
払
い
ま
す
と
言
い
、延
々

1
年
間
放
置
し
て
い
ま
す
。
い
ま
一
度
町
長
の
見
解
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

【
町
長
】
　
先
般
の
議
会
で
は
、
退
職
金
を
そ
れ

に
充
て
る
と
お
答
え
し
ま
し
た
。
今
定
例
議
会

で
は
、
池
永
議
員
か
ら
こ
の
こ
と
が
滞
納
問
題
の
解
決

に
向
け
て
障
害
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
真
摯
に
受

け
止
め
て
、
私
な
り
に
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
る
と
、

そ
の
よ
う
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
責
任
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

私
が
6
月
議
会
で
質
問
し
た
際
は
、
9
月
の
議

会
ま
で
に
は
き
ち
ん
と
し
ま
す
と
明
言
し
、
新

聞
報
道
ま
で
さ
れ
ま
し
た
。
1
年
間
も
放
置
し
、
私
な
り

に
提
訴
の
方
向
が
あ
る
な
ど
、
な
ぜ
言
い
訳
を
す
る
の
で

す
か
。
4
月
以
降
、
白
石
副
町
長
が
見
え
ら
れ
て
、
強
力

な
体
制
で
福
智
町
を
舵
取
り
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
今
の
町
長
の
答
弁
、
職
員
の
業
務
の
閉
塞
感
、
副

町
長
と
し
て
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

【
副
町
長
】
　
私
が
、
副
町
長
を
引
き
受
け
る
条

件
の
一
つ
に
、こ
の
件
を
き
ち
ん
と
や
る
と
い
う

約
束
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
就
任
し
て
か
ら
全
然
進
ま

な
い
の
で
、
町
長
、
あ
な
た
が
良
い
こ
と
を
言
っ
て
も
職

員
・
町
民
は
つ
い
て
き
ま
せ
ん
よ
、自
ら
正
し
、借
金
し
て

で
も
片
付
け
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
私

は
町
長
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
福
智
町
を
良
く
し
、
職
員
が
お
互
い
に

信
頼
関
係
を
持
っ
て
業
務
を
遂
行
す
る
、
し
か
し
、
噂
で

聞
い
て
お
り
ま
す
と
、
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
今
ひ

と
つ
か
な
と
。
私
は
、
町
長
に
対
し
て
苦
言
を
申
し
て
お

り
ま
す
。
強
く
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私
な
り
に
ま
た
町

長
に
具
申
い
た
し
ま
す
。
�

�

6
月
議
会
か
ら
こ
の
質
問
は
ず
っ
と
で
す
。
町
長
、

期
日
を
明
言
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
�

【
町
長
】
　
私
な
り
に
断
腸
の
思
い
で
、
と
に
か

く
一
日
も
早
く
決
着
を
つ
け
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

日
に
ち
の
明
言
は
し
て
も
ら
え
そ
う
に
な
い
の

で
す
が
。
福
智
町
の
町
長
が
、
自
ら
資
産
を
投
げ

出
し
て
で
も
借
り
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
金

融
機
関
に
対
し
て
信
用
が
な
い
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
そ

れ
を
や
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
、
言
葉
だ
け
で
逃
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
か
。
い
つ
も
答
弁
は
同
じ
こ
と
の
繰

り
返
し
で
す
。
真
摯
に
受
け
止
め
て
検
討
し
ま
す
、
何
の

議
案
で
も
検
討
し
ま
す
、
そ
こ
に
日
に
ち
が
明
確
に
打

ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
。
初
め
て
6
月
議
会
の
中
で

9
月
議
会
ま
で
と
約
束
し
た
と
思
っ
た
ら
守
っ
て
い
な
い
。

あ
な
た
は
監
査
勧
告
を
1
年
間
放
置
し
て
い
ま
す
。
町

長
自
ら
が
願
い
出
て
選
任
し
た
監
査
で
す
。
町
民
に
は

の
ら
り
く
ら
り
と
言
い
逃
れ
を
す
る
。
私
は
常
々
言
っ
て

い
ま
す
。
物
事
の
約
束
に
は
、
必
ず
時
間
と
日
に
ち
の
制

約
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
約
束
を
守
る
こ
と
こ
そ
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
資
質
だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
の
態
度
・
姿
勢

が
、
職
員
に
普
及
す
る
。
窓
口
で
対
応
し
て
も
町
民
か
ら

苦
情
を
受
け
る
。
正
直
に
言
っ
て
、
町
長
と
し
て
の
資
質

を
疑
い
た
く
な
り
ま
す
。
い
ま
一
度
日
に
ち
を
明
確
に
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
�

【
町
長
】
　
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、こ
の
誠

意
を
し
っ
か
り
町
民
の
方
に
分
か
っ
て
い
た
だ

く
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

質
問
�
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食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
久
し
い
わ
け
で
す
が
、

食
育
に
つ
い
て
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
か
。
�

【
教
育
長
】
　
近
年
、朝
食
を
食
べ
ず
に
登
校
す
る
子

ど
も
な
ど
、食
生
活
の
乱
れ
が
進
行
し
て
お
り
、子
ど

も
達
に
正
し
い
食
育
に
関
す
る
知
識
、技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

食
育
は
、家
庭
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、食
生
活
の
多
様
化
が
進
む
中
、家
庭
に
お
い
て
十

分
な
知
識
に
基
づ
く
指
導
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
学
校
の
食
に
関
す
る
教
育
課
程
で
は
、食
事
指
導

や
栄
養
指
導
な
ど
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

�

汚
染
米
や
食
品
の
産
地
偽
装
、ま
た
賞
味
期
限
の
付

け
替
え
な
ど
何
が
安
全
な
の
か
分
か
ら
な
い
状
況
で

す
。
生
産
業
者
の
顔
が
見
え
る
地
産
地
消
、ま
た
地
元
産
の
活

用
な
ど
強
く
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
教
育
長
】
　
給
食
の
食
材
は
、県
の
学
校
給
食
会
や

地
元
商
店
か
ら
食
材
を
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
米
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ａ
田
川
よ
り『
夢
つ
く
し
』を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

安
全
性
・
価
格
・
確
保
な
ど
調
整
し
、可
能
で
あ
れ
ば
地
元
農

家
か
ら
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

学
校
給
食
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
好
き
嫌
い
の

激
し
い
お
子
さ
ん
や
、中
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の

理
由
で
食
べ
物
が
制
限
さ
れ
る
お
子
さ
ん
も
い
る
と
思
い
ま

す
が
、学
校
で
は
何
名
く
ら
い
お
ら
れ
ま
す
か
。
�

【
教
育
長
】
　
数
は
集
計
し
て
い
ま
せ
ん
が
、ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
の
た
め
除
去
の
お
願
い
が
数
件
あ
っ
て
い

ま
す
。一
人
一
人
に
き
め
細
か
い
対
応
は
で
き
る
限
り
し
て
い

ま
す
。
�

�

ア
レ
ル
ギ
ー
以
外
の
方
で
、食
べ
残
し
の
状
況
は
把

握
し
て
い
ま
す
か
。
�

【
学
校
教
育
課
長
】
　
全
く
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

比
較
的
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

学
校
か
ら
報
告
は
受
け
て
い
ま
す
。
�

�

給
食
費
の
滞
納
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
小
・
中

学
校
あ
わ
せ
て
ど
の
く
ら
い
の
方
が
滞
納
し
て
い
ま

す
か
。
�【

学
校
教
育
課
長
】
　
8
月
末
現
在
で
実
人
員

4
1
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�

滞
納
額
は
、減
ら
ず
に
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、強
制
的
に
徴
収

す
る
自
力
執
行
権
を
駆
使
で
き
る
、一
歩
踏
み
込
ん
だ
体
制
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、徴
収
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ど
こ
の
自
治
体
も
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。
福
智
町
で
も
、一
歩
踏
み
込
ん
だ
、強
制
力
を
も
っ
た
回
収

に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
学
校
教
育
課
長
】
　
現
年
分
は
催
告
状
を
常
に
出

し
て
い
ま
す
。
古
い
も
の
に
つ
い
て
は
対
策
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
で
す
。
�

【
町
長
】
　
行
政
・
教
育
委
員
会
・
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
、給
食
の
運
営
実
施
が
円
滑
に
行
く
よ
う
に
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

子
ど
も
の
出
生
率
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
保
護
者
の
方
が
安
心
し
て
働
け
る
場
、ま

た
子
育
て
を
し
て
い
く
中
で
の
環
境
が
国
・
自
治
体
で

整
っ
て
い
る
か
が
、出
生
率
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、福
智
町
で
そ
の
こ
と
が
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
は
、十
分
に
把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。�

�

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、経
済

的
な
理
由
や
仕
事
へ
の
復
帰
な
ど
の
問
題
で
、踏
み

切
れ
な
い
若
い
世
代
の
方
が
い
ま
す
。
子
育
て
や
仕
事
に
対
し

て
の
、今
後
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

【
町
長
】
　
出
産
に
向
け
て
の
改
善
や
教
育
環
境
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
し
て
い
ま
す
。
雇
用
面
で
も
、

工
夫
・
連
携
を
し
な
が
ら
環
境
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

企
業
誘
致
も
大
切
で
す
が
、い
つ
企
業
が
来
る
か
も

わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
参
考
の
た
め
に
申
し
上
げ
る

わ
け
で
す
が
、大
企
業
で
な
く
て
も
町
内
の
空
き
施
設
を
利
用

し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、そ
れ

か
ら
民
芸
村
な
ど
、色
々
な
こ
と
が
み
ん
な
で
検
討
す
れ
ば
生

ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
家
計
の
手
助
け
や
、

町
も
自
主
財
源
の
一
端
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
実
現
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
誘
致
に
関
し
て
は
、

田
川
地
域
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
技
術
や
工
法
が
、関
連
企
業

の
中
で
生
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、田
川

市
郡
の
市
町
村
長
で
県
に
行
き
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、外
部
か
ら
企
業
を
誘
致
す
る
だ
け
で
な
く
、福
智
町
の
中

の
雇
用
の
場
づ
く
り
も
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�
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質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

質
問
�

今
回
3
点
ほ
ど
質
問
を
さ
せ
て
も
ら
う
気
持
ち
で

し
た
が
、
決
算
特
別
委
員
会
で
質
問
し
た
の
で
１

点
取
り
下
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、国
民
健
康
保
険
税
、介
護

保
険
税
、ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
等
の
問
題
が
出
た

と
き
に
は
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、ま
ず
町
民
に

詳
し
い
内
容
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
お

き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、診
療
所
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
全

国
的
に
医
師
不
足
の
中
、
医
師
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変

で
す
。
将
来
、コ
ス
モ
ス
診
療
所
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、改
革

を
し
て
い
く
気
持
ち
が
あ
る
の
か
、お
尋
ね
し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
方
城
・
コ
ス
モ
ス
診
療
所
の
あ
り
方
は
、

住
民
の
方
の
安
心
を
し
っ
か
り
確
保
で
き
る
よ
う

な
形
で
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
は
財
政
再
建
、一
方
で
は
住
民
の
方
の
命

と
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
診
療
所
の
確
保
、難
し
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
医
師
の
確
保
を
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、地

域
住
民
の
方
々
に
、安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
診
療

所
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、色
々
な
視
点
で
改
善
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

町
長
は
報
告
の
中
で
、診
療
所
の
協
議
会
を
設
置

し
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。
�

【
町
長
】
　
両
診
療
所
の
今
後
の
地
域
医
療
と
し

て
の
運
営
の
仕
方
等
、議
員
お
よ
び
行
政
職
員
で

十
分
意
見
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
、よ
り
よ
い
運
営
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
協
議
会
の
設
置
を
し
、健

全
な
運
営
に
向
け
て
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
�

�

6
月
の
定
例
会
で
、私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
が
、取
り
か
か
り
が
遅
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
�

【
町
長
】
　
6
月
の
議
会
で
大
島
議
員
よ
り
ご
指
摘
・

意
見
を
い
た
だ
き
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

今
回
議
会
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
�

�

今
の
コ
ス
モ
ス
診
療
所
の
運
営
状
況
か
ら
し
て

も
、
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
は
大
い
に

賛
成
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
町
民
に
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
意
味
の
あ
る
委
員

会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
成
功
さ

せ
る
委
員
会
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま

す
。
次
に
教
育
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
全
国
学
力
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、
新
聞
等
で
筑
豊
は
福
岡
県
下
で
も
最
低
の

ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
福
智
町
は

少
人
数
学
級
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
に
な
り
ま
す
か
。
�

【
教
育
長
】
　
福
岡
県
は
４７
都
道
府
県
の
中
で
も

下
の
方
に
あ
り
、県
下
で
筑
豊
は
ど
の
教
科
も
最

下
位
で
し
た
。
少
人
数
指
導
は
、低
学
力
を
な
ん
と
か
向
上

さ
せ
た
い
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん
だ
の
で
す
が
、本
年
度

の
結
果
を
見
る
と
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

6
月
議
会
で
も
言
い
ま
し
た
が
、全
国
標
準
学
力
検
査
の
追

跡
調
査
で
は
、す
べ
て
の
学
年
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、や
や
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�

福
智
町
の
小
・
中
学
校
は
、筑
豊
の
レ
ベ
ル
と
比
較

す
る
と
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
�

【
教
育
長
】
　
中
学
校
は
筑
豊
レ
ベ
ル
並
で
す
。
小
学

校
は
や
や
平
均
で
す
が
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

少
人
数
学
級
の
取
り
組
み
は
来
年
3
月
で
期
限
を

迎
え
ま
す
が
、今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
第
一
期
の
3
ヵ
年
が
今
回
終
わ
り
ま
す

が
、平
成
２１
年
以
降
も
取
り
組
み
を
継
続
し
、子
ど

も
た
ち
の
将
来
に
向
け
て
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

赤
池
中
学
校
の
生
徒
が
、シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
、

早
朝
に
女
の
子
が
吸
っ
て
い
る
の
を
見
て
注
意
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、昼
に
は
3
人
が
木
陰
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

る
の
も
見
つ
け
注
意
し
ま
し
た
が
、教
育
長
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
か
。
�

【
教
育
長
】
　
赤
池
中
学
校
の
生
徒
の
シ
ン
ナ
ー
問

題
に
つ
い
て
は
、校
長
か
ら
情
報
は
入
手
し
て
い
ま

す
。
学
校
に
登
校
し
て
き
た
際
、明
ら
か
に
シ
ン
ナ
ー
臭
が

す
る
子
ど
も
は
、す
ぐ
に
は
教
室
に
入
れ
ず
、保
健
室
等
で

個
別
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
親
も
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
警
察
に
も
重
点
的
に
補
導
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
お
願
い
は
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、町
の
広
報
紙
で

特
集
を
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
を
し
、年
に

一
度
中
学
校
で
は
臨
床
心
理
士
等
を
呼
び
講
演
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
�

�

福
智
町
が
誕
生
し
て
3
年
が
た
ち
ま
す
。
住
ん
で

み
た
い
町
だ
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
る
、そ

の
よ
う
な
町
づ
く
り
の
体
制
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
地
域
を
あ
げ
て
子
ど
も
た
ち
の
環
境
づ
く

り
を
行
い
、全
体
を
見
渡
せ
る
地
域
の
意
識
が
つ
く

り
出
せ
る
よ
う
な
努
力
、あ
る
い
は
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�



少
人
数
学
級
に
つ
い
て
、こ
の
こ
と
は
6
月
に
教
育

長
に
伺
い
ま
し
た
の
で
今
日
は
町
長
に
伺
い
ま
す
。

今
ま
で
の
成
果
・
今
後
の
課
題
、ま
た
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う

ふ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
福
智
町
が
、最
終
的
に
何
を
目
標
に
町

づ
く
り
を
す
る
か
と
な
っ
た
と
き
、ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
い
う
形
で
の
位
置
付
け
を
終
着
目
標
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、他
の
自

治
体
と
比
べ
福
智
町
が
魅
力
的
な
取
り
組
み
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
、教
育
に
的
を
絞
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
少
人
数

ク
ラ
ス
編
成
は
平
成
１８
年
の
2
学
期
か
ら
で
し
た
。
課
題

は
、学
校
な
り
教
育
委
員
会
が
把
握
・
理
解
は
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、ひ
と
つ
は
子
ど
も
た
ち
の
現
状
な
り
理
解
を

深
め
、そ
の
子
ど
も
が
変
容
し
て
い
く
中
で
、地
域
全
体
の

意
識
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
私
は
思
い
描
い
て
い
ま
し
た

が
、ま
だ
変
化
が
現
状
の
中
で
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
成
果

は
先
生
達
が
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
気
配
り
の
時
間
が
確
保

で
き
、身
近
に
子
ど
も
達
が
先
生
を
感
じ
る
状
況
が
で
き
た

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
�

�

戦
前
戦
後
、ま
た
現
在
も
教
育
方
針
は
変
わ
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。
�

【
教
育
長
】
　
一
貫
し
て
教
育
と
い
う
も
の
は
、政
治

的
な
中
立
を
保
ち
な
が
ら
、心
身
と
も
に
健
や
か

な
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、変
わ
る
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
教
育
基
本
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、そ
れ
は
時
代
の
要
請
を
受
け
て
国
が
決
め
た

こ
と
な
の
で
、そ
の
方
針
に
は
従
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
は
思
い
ま
す
。
�

�

現
在
、道
徳
観
・
倫
理
観
・
規
範
意
識
が
薄
れ
て
き

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
。
�

【
教
育
長
】
　
そ
の
当
時
の
社
会
情
勢
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
教
育
を
行
っ
て
き
た
と
は
思

い
ま
す
が
、や
は
り
そ
の
中
に
も
ひ
ず
み
が
あ
り
、そ
の
ひ
ず

み
が
今
日
出
て
き
て
い
る
面
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
は
実
感
し

て
お
り
ま
す
。
�

�

道
徳
な
ど
の
時
間
を
多
く
取
り
入
れ
、倫
理
観
の

向
上
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に

農
業
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
農
業
委
員
会
や
関
係
団
体

の
方
々
と
、ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
農
業
委
員
会
に
私
の
農
業
に
対
す
る

思
い
な
ど
話
す
機
会
を
設
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

ま
た
、旧
方
城
町
の
農
業
振
興
の
グ
ル
ー
プ
と
意
見
交
流
を

何
度
か
し
ま
し
た
し
、各
農
業
団
体
の
会
議
の
中
で
、あ
い

さ
つ
等
で
思
い
は
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、実
際
に

基
幹
産
業
と
し
て
の
環
境
を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

正
直
、反
省
が
多
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
各

団
体
の
方
々
と
、積
極
的
に
意
見
を
交
流
し
な
が
ら
、文
字

通
り
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
�

�

2
年
半
が
た
ち
町
長
の
任
期
は
あ
と
1
年
半
で
す
。

残
さ
れ
た
任
期
の
間
に
何
か
足
跡
は
残
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
副
町
長
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

地
元
で
取
れ
た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
地
産
地
消
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
�

【
副
町
長
】
　
地
産
地
消
に
つ
い
て
、私
は
方
城
町

時
代
か
ら
強
く
推
進
し
、例
を
言
え
ば
学
校
給
食

や
朝
市
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
福
智
町
は
、

安
全
安
心
な
食
の
推
進
と
し
て
、当
然
地
産
地
消
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、認
定
農
業
者
の
推
進
も
行
い
、

各
地
区
の
ハ
ウ
ス
等
に
町
が
で
き
る
だ
け
援
助
で
き
る
も

の
は
援
助
し
、推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
�

�

給
食
の
場
合
、ハ
ウ
ス
等
で
年
中
取
れ
る
も
の
を
栽

培
し
て
い
け
ば
、
食
材
が
確
保
さ
れ
地
産
地
消
が

当
て
は
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、福
智
町
で
賄
う
こ
と

が
で
き
る
の
は
米
だ
け
で
す
。
私
は
昨
年
の
１２
月
議
会
で
、

担
い
手
の
確
保
、育
成
、採
算
の
取
れ
る
農
業
の
環
境
づ
く

り
と
い
う
こ
と
で
質
問
し
、お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、全
く

今
ま
で
と
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
１０
年

後
・
２０
年
後
、こ
の
福
智
町
の
農
業
を
見
据
え
た
上
で
、農

業
に
詳
し
い
専
門
家
の
入
っ
た
諮
問
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

気
象
変
動
や
国
の
政
策
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
農
業
基

盤
を
確
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
関
係
課
と
検
討
し
な
が
ら
、協
議
会
等

を
設
け
る
こ
と
を
進
め
て
い
き
、農
業
振
興
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

各
分
野
か
ら
認
識
者
や
学
識
経
験
者
を
委
員
会
に

入
っ
て
い
た
だ
き
、福
智
町
の
農
業
基
盤
を
確
実
な

も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
ま
す
。
次
に
、福

智
町
に
は
数
多
く
の
観
光
資
源
が
あ
り
文
化
財
も
あ
り
ま

す
が
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。
�

【
産
業
振
興
課
長
】
　
新
し
い
分
野
で
は
温
泉
が
2

ヶ
所
、古
い
分
野
に
お
い
て
は
上
野
焼
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、上
野
焼
は
海
外
に
売
り
出
そ
う
と
い
う
形
で
、福
岡

の
西
陣
織
と
提
携
し
、県
の
補
助
を
受
け
色
々
と
事
業
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
�

�

福
智
山
を
中
心
と
し
た
北
九
州
国
定
公
園
も
あ
り
、

先
達
が
残
し
た
上
野
の
里
も
あ
り
ま
す
。
観
光
を

通
し
て
町
の
名
が
有
名
に
な
れ
ば
、農
作
物
や
工
業
製
品
の

売
り
込
み
等
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
観
光
客

誘
致
に
、知
恵
を
絞
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
�

【
町
長
】
　
ど
の
地
域
を
と
っ
て
も
、観
光
資
源
と
し

て
有
効
に
生
か
せ
る
素
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

観
光
の
町
と
し
て
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、本
当

に
真
剣
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�
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給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、今
ま
で
の
流
れ
と
建
設

検
討
委
員
会
が
建
設
委
員
会
に
変
わ
っ
た
経
緯
の

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
最
終
的
に
は
今
年
の
6
月
議
会
で
、方

城
・
赤
池
の
共
同
調
理
場
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
で

設
計
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
当
初
は
検
討
委
員
会
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、初
日
の
委
嘱
状
を
交
付
す
る
と
き
、各

委
員
か
ら
建
て
る
こ
と
が
前
提
で
あ
れ
ば
建
設
委
員
会
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
、と
い
う
意
見
が
大
半
を
占
め
ま
し
た
。

私
も
、建
て
る
と
い
う
こ
と
で
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
お
願

い
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、委
員
会
の
意
見
も
尊
重
し
建
設
委

員
会
と
い
う
名
称
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

�

合
併
協
議
会
の
中
で
、児
童
生
徒
の
教
育
面
等
を

視
野
に
入
れ
て
考
慮
し
、
新
町
に
お
い
て
単
独
方

式
に
向
け
て
検
討
す
る
と
あ
が
っ
て
お
り
、ま
た
福
智
町
準

備
委
員
会
で
は
、自
校
方
式
に
し
た
い
と
の
強
い
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
１９
年
2
月
に
は
、保
護
者
が
単
独
方
式
の

給
食
を
実
現
さ
せ
る
た
め
署
名
活
動
を
行
い
、
5
0
1
3

人
の
署
名
が
集
ま
り
、町
長
も
こ
れ
を
重
く
受
け
止
め
、
１９

年
3
月
議
会
で
は
単
独
方
式
で
い
く
と
表
明
し
た
か
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
方
城
・
赤
池
の
合
併
方
式
に
変
え
る
の
で

あ
れ
ば
、や
は
り
保
護
者
・
町
民
に
対
し
て
誠
心
誠
意
説
明

を
し
、理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
が
、そ
う
い
う

こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
と
も
説
明
等
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、赤
池
・
方
城
両
支
所
を
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て

利
用
し
た
り
、支
所
機
能
を
残
し
つ
つ
図
書
館
と
し
て
活
用

す
る
な
ど
考
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。
ま
た
少
子
化
が
進
む
中
、将
来
を
見
据
え
た
上

で
、計
画
を
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
支
所
を
改
造
し
た
場
合
、経
費
が
か
な

り
か
か
る
の
で
、合
同
の
調
理
場
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
�

【
教
育
長
】
　
本
町
は
極
端
な
少
子
化
に
は
な
っ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
然
増
は
見
込
め
な
く
て

も
、社
会
増
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
感

は
あ
り
ま
す
。
�

�

小
・
中
学
校
の
耐
震
強
度
の
調
査
は
、ど
の
よ
う
な

結
果
が
出
ま
し
た
か
。
�

【
学
校
教
育
課
長
】
　
耐
震
診
断
は
金
田
・
伊
方
小

学
校
、金
田
中
学
校
を
行
い
ま
し
た
が
、現
在
調
査

中
で
あ
り
結
果
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
。
赤
池
中
学
校
は
、

す
で
に
危
険
家
屋
と
い
う
こ
と
で
改
築
の
診
断
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
�

�

私
も
見
て
回
り
ま
し
た
が
、
赤
池
中
学
校
は
本
当

に
危
険
で
一
刻
も
早
く
建
て
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、弁
城
小
学
校
で
は
体
育
館

の
さ
び
が
非
常
に
多
く
、伊
方
小
学
校
で
は
軒
先
の
モ
ル
タ

ル
が
浮
い
た
状
態
で
す
。
こ
れ
は
金
田
小
・
中
学
校
も
同
様

で
あ
り
ま
し
た
。
学
校
教
育
で
各
学
校
を
見
て
周
り
、危
険

な
箇
所
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
。
�

【
学
校
教
育
課
長
】
　
改
築
等
を
一
度
に
行
い
た
い

の
で
す
が
、か
な
り
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
現
在
、

耐
震
診
断
を
し
て
い
る
の
で
結
果
が
出
次
第
、緊
急
度
を
調

査
し
、改
築
関
係
等
の
計
画
を
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

全
国
一
斉
の
学
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果

か
ら
見
る
と
、こ
の
福
智
町
は
少
人
数
学
級
の
成

果
が
全
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
知
り
合
い
の
学
校
の
先

生
に
少
人
数
学
級
の
こ
と
を
尋
ね
ま
す
と
、子
ど
も
に
は
目

が
行
き
届
く
が
、学
力
の
向
上
に
な
る
か
と
い
え
ば
少
し
問

題
だ
と
。
学
力
の
向
上
は
先
生
方
の
指
導
力
だ
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、分
校
な
ど
は
先
生

が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
て
い
ま
す
が
、全
員
東
大
に
行
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
だ
け
が
多
く
て
も
学
力
の
向

上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
教
育
関
係

者
は
、色
々
と
研
究
し
ど
う
す
れ
ば
学
力
が
上
が
る
の
か
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、6
月
議
会
で

中
学
校
の
用
務
員
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

【
学
校
教
育
課
長
】
　
勤
務
体
系
等
の
再
確
認
を
し
、

現
在
は
恒
常
的
な
超
勤
関
係
に
つ
い
て
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
�

�

各
地
区
等
か
ら
出
る
要
望
書
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

に
優
先
順
位
を
つ
け
、回
答
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
。
�

【
総
務
課
長
】
　
各
課
で
緊
急
度
等
を
協
議
し
、優

先
順
位
を
決
定
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
内

容
の
確
認
を
行
い
、文
書
で
回
答
で
き
る
も
の
は
文
書
で
し

て
い
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
経
緯
や
結
果
、今
後
の
取
り
組
み
な
ど

き
ち
ん
と
文
書
で
回
答
す
る
よ
う
に
確
認
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、そ
う
い
っ
た
こ
と
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、今
後
は
徹
底
を
さ
せ
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
�

�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�
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福智町議会だより vol.5

質
問
�

質
問
�

回
答
�

現
在
、方
城
診
療
所
は
内
科
医
が
不
在
で
、週
に
何

回
か
だ
け
診
察
に
来
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
全
国
的
に
も
医
師
が
不
足
し
、公
立
・
民
間
の
医
療
機

関
で
も
医
師
獲
得
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
の
中
、福
智
町
で

は
せ
っ
か
く
来
ら
れ
た
医
師
が
数
年
で
辞
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
医
師
と
話
を
す
る
中
で
の
推
測
で
す
が
、

一
つ
に
は
、医
師
と
し
て
常
に
研
修
を
進
ん
で
や
っ

て
行
き
た
い
と
な
っ
た
と
き
に
、そ
の
よ
う
な
機
能
が
充
実

し
た
病
院
や
診
療
所
が
な
く
、色
々
な
研
修
・
研
究
に
取
り

組
め
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
最
近
の
若
い
医
師
た

ち
は
、こ
の
よ
う
な
意
欲
が
非
常
に
あ
り
ま
す
。
福
智
町
は

福
岡
市
と
比
べ
た
場
合
に
、医
師
の
気
持
ち
を
ひ
き
付
け
る

こ
と
が
難
し
く
、こ
の
よ
う
な
こ
と
が
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
�

�

医
師
の
給
料
関
係
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
色
々
な
診
療
・
病
院
機
関
と
比
べ
て
、お

そ
ら
く
中
く
ら
い
の
条
件
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
�

�

福
智
町
に
も
病
院
の
先
生
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
い
う
方
々
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

卒
業
す
る
ま
で
に
は
大
変
な
金
額
が
か
か
り
ま
す
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
の
援
助
を
行
い
、卒
業
後
は
福
智
町
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
だ
き
、援
助
し
た
お
金
も
返
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

よ
う
な
、色
々
な
形
の
工
夫
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、ど

の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
大
学
進
学
の
折
の
奨
学
金
制
度
の
充

実
と
い
う
こ
と
で
、福
智
町
で
は
奨
学
金
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
我
々
と
し
て
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
た
と
き
に
、優
位
な
人
材
確
保
を
す
る
た
め
に
は
奨
学

金
の
充
実
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
。
こ
れ
だ
け
医
師
の
確

保
が
難
し
い
状
況
に
な
れ
ば
、そ
う
い
っ
た
こ
と
も
積
極
的

に
考
え
、実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

3
月
議
会
で
、保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
に

つ
い
て
質
問
し
た
際
、町
長
は
4
月
に
第
一
保
育
所

の
保
護
者
・
保
育
士
・
弁
城
区
の
地
元
の
方
々
・
行
政
と
で
、

今
後
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と

言
い
ま
し
た
。
し
か
し
、実
際
、委
員
会
は
行
政
内
部
の
み

で
行
っ
て
お
り
、保
育
士
、保
護
者
、地
元
の
方
を
入
れ
た
委

員
会
は
い
ま
だ
に
発
足
し
て
い
ま
せ
ん
。
町
長
は
、議
会
で

答
弁
し
た
発
言
の
重
み
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

【
町
長
】
　
そ
う
い
う
方
向
で
進
め
よ
う
と
い
う
こ

と
で
担
当
課
長
等
に
話
を
し
ま
し
た
ら
、行
政
内

部
で
明
確
な
環
境
を
つ
く
っ
て
、そ
れ
か
ら
地
元
・
保
護
者

の
方
と
の
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
現
場
の

意
向
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、4
月
に
着
任
し
た
白
石
副
町

長
が
委
員
長
を
務
め
、行
政
内
部
で
関
係
各
課
の
課
長
で

検
討
を
進
め
て
お
り
、ほ
ぼ
中
身
が
固
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

時
期
は
、ず
れ
ま
し
た
が
検
討
に
向
け
て
の
話
し
合
い
の
場

を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

今
、中
央
保
育
所
に
男
性
の
保
育
士
が
い
ま
す
。
全

国
的
に
も
男
性
保
育
士
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
現
在
、中
央
保
育
所
に
男
性
保
育
士
が

い
ま
す
が
、年
齢
的
に
も
若
い
と
い
う
こ
と
で
、子

ど
も
た
ち
は
大
変
興
味
を
持
ち
、な
つ
い
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
女
性
の
方
が
中
心
の
職
場
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
、男
性
が
入
る
こ
と
で
、随
分
子
ど
も
た

ち
の
反
応
も
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。
我
々
も
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
十
分
理
解
し
、そ
う
い
う
環
境
を
な
る
べ
く
維
持
し
、

正
規
の
職
員
と
し
て
雇
え
る
よ
う
な
状
況
が
で
き
れ
ば
、男

性
職
員
を
採
用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
�

�

方
城
に
5
階
建
て
の
湧
渕
団
地
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
昭
和
５２
年
か
ら
５５
年
に
か
け
て
5
棟
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
年
数
に
す
れ
ば
３２
年
程
度
と
思
い
ま
す
が
、

老
朽
化
が
進
み
、防
水
等
も
悪
い
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
町
営
住
宅
に
つ
い
て
、建
て
替
え
等
の
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
方
城
の
湧
渕
団
地
は
、大
変
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
建
て
替
え
の
声
も
随
分
、私
ど
も

に
も
届
い
て
い
ま
す
が
、中
層
耐
火
構
造
の
場
合
は
耐
用
年

数
が
2
分
の
1
を
経
過
し
な
い
と
対
応
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、旧
方
城
町
で
策
定
し
て
い
た
町
営
住
宅
ス
ト

ッ
ク
総
合
活
用
計
画
の
中
で
は
、建
て
替
え
と
い
う
計
画
は

上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、個
別
改
善
で
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
湧
渕
団
地
は
高
齢
者
、ま
た
は

身
体
に
障
害
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
が
4
階
、5
階
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
状
況
で
住
ん
で

い
る
こ
と
は
大
変
辛
い
こ
と
だ
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、

現
状
の
建
て
方
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
は
多
額
の
費

用
が
見
込
ま
れ
、厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
平
成
２５
年
度

に
、再
度
１０
ヵ
年
を
見
通
し
た
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活

用
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
、そ
の
と
き
に
は
建
て
替
え
も

現
実
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
間
は
、個
別
の
改
善
、ま
た
上
層
階
に
お
住
ま
い
の

高
齢
者
、身
体
に
障
害
を
持
た
れ
て
い
る
方
の
希
望
を
聞
き

な
が
ら
、1
・
2
階
が
空
き
室
に
な
っ
た
場
合
に
そ
の
場
所

に
移
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、そ
う
い
う
措
置
で
当
分
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

� 回
答
�

回
答
�

質
問
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

質
問
�

回
答
�

議員�堀江政洋�
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議員�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

������

福
智
町
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
6
4
0
4
人
で
、

4
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
と
し
て
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
か
。
�

【
生
涯
学
習
・
人
権
同
和
教
育
課
長
】
　
文
化
連
盟

や
各
種
団
体
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】
　
中
央
公
民
館
・
金

田
分
館
・
方
城
分
館
で
、高
齢
者
の
方
を
対
象
に
老

人
大
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

【
福
祉
課
長
】
　
コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー
・
金
田

の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
ふ
じ
湯
の
里
を
利
用
し
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
書
道
教
室
や
絵
手
紙
教
室
、カ
ラ
オ
ケ
教
室
や
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
等
で
、週
に
2
回
受
講
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

【
同
和
対
策
課
長
】
　
隣
保
館
事
業
と
し
て
、ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
月

1
回
３５
会
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
軽
体
操
や
踊
り

な
ど
で
す
。
�

【
町
長
】
　
県
か
ら
表
彰
も
受
け
ま
し
た
旧
方
城

町
の
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
促
進
協
議
会
が
、高

齢
者
で
も
手
軽
に
取
り
組
め
る
運
動
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、赤
池
で
も
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、こ
の
2
つ
の
組
織

が
合
体
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
と
十
分
連
携

を
し
な
が
ら
、高
齢
者
が
健
康
な
体
を
維
持
で
き
る
も
の
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、食
生
活
も

健
康
面
を
左
右
す
る
要
因
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、食
進
会
が

男
の
料
理
教
室
や
高
齢
者
の
方
の
料
理
教
室
な
ど
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、こ
の
よ
う
な
組
織
と
も
連
携
を
し
、食
生

活
の
改
善
に
向
け
て
の
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
精
神
的
な
面
で
は
、隣
保
館
事
業
と
し
て
ふ
れ

あ
い
交
流
事
業
を
３５
箇
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
身

近
な
方
が
集
ま
り
、日
常
の
話
し
を
し
た
り
遊
戯
を
す
る
等

の
楽
し
み
の
場
を
設
け
て
い
る
事
業
な
の
で
す
が
、こ
れ
を

町
内
全
域
に
拡
充
し
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
の
触
れ
合

い
が
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、高
齢
者
大
学
を
通
年
制
に
す
る
検
討
や
、読
書
意
欲
の

あ
る
方
の
環
境
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
精
神
的
・
身
体
的
な
面
か
ら
、健
康
で
長
生
き
で

き
る
高
齢
者
の
方
々
を
、多
く
福
智
町
か
ら
出
し
て
い
け
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
�

�

広
報
紙
で
特
集
を
組
み
、各
課
が
説
明
し
た
よ
う

な
こ
と
を
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
健
康
で
長
生
き
で

き
る
よ
う
に
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、

高
齢
者
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
方
城
地
区
で
は
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、昔

か
ら
伝
わ
る
遊
び
や
芸
能
、民
話
な
ど
高
齢
者
の

方
が
伝
え
て
い
く
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
時
に
安
全
確
認
を
で
き
る
範
囲
で
お
願

い
し
た
り
、最
近
若
い
保
護
者
の
方
か
ら
子
育
て
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
の
で
、豊
富
な
経
験
を
持

つ
高
齢
者
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
こ
れ
か
ら
つ

く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、子
ど
も
が
高
齢
者
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
の

方
に
尊
敬
の
念
を
持
ち
、ま
た
高
齢
者
の
方
も
子
ど
も
と
の

交
流
で
、健
康
な
面
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、教
育
委
員
会
や
学
校
現
場
と
話
し
合
い
な
が
ら
、高

齢
者
の
方
々
に
入
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

�

福
智
町
長
と
し
て
2
年
半
が
経
ち
ま
す
が
、
公
約

と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の
、ま
た
こ
れ
か
ら
成
し
遂

げ
た
い
も
の
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

【
町
長
】
　
１８
項
目
ほ
ど
公
約
を
掲
げ
、財
政
再
建
・

教
育
と
観
光
に
よ
る
町
づ
く
り
が
大
き
な
柱
で
し

た
。
そ
の
中
で
、あ
る
程
度
公
約
を
実
行
で
き
て
い
る
と
、私

自
身
が
判
断
し
て
い
る
も
の
は
8
項
目
で
す
。
ま
だ
検
討
中
、

あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
手
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は

約
１０
項
目
あ
り
ま
す
。
現
在
検
討
中
で
ぜ
ひ
進
め
て
い
き
た

い
も
の
は
、特
例
債
の
有
効
な
活
用
で
す
。
将
来
を
見
通
し

た
と
き
、高
齢
化
率
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。
そ
う

な
っ
た
と
き
、地
元
の
商
店
街
を
き
ち
ん
と
整
備
し
、高
齢

者
に
対
応
で
き
る
商
店
を
今
の
う
ち
か
ら
き
ち
ん
と
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、観
光
ル

ー
ト
づ
く
り
や
人
材
を
育
て
る
た
め
の
奨
学
金
制
度
の
確

立
、中
高
齢
者
の
雇
用
の
場
づ
く
り
な
ど
、任
期
間
に
姿
が

見
え
る
よ
う
な
形
で
提
示
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

１０
項
目
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、十
分
に

検
討
さ
れ
具
体
的
な
形
で
示
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
�

� 回
答
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�
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質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

議員�沼口富生�

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
お

尋
ね
し
ま
す
。
今
年
の
2
月
１６
日
と
5
月
に
基
本

方
針
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
に
、統
廃
合
が
確

定
し
た
施
設
名
や
そ
の
機
能
を
ど
う
し
た
の
か
、そ
の
ほ
か

土
地
等
を
処
分
し
た
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の

報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
計
画
通
り
に
進
ん
で
い
る
の

か
も
お
尋
ね
し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
旧
赤
池
町
立
病
院
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、現
在
、鑑
定
評
価
を
お
こ
な
っ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、鑑
定
評
価
の
結
果
が
出
れ
ば
売
却
と
い
う
形

で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
売
却
の
場
合
は
、公

募
に
よ
り
売
却
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
旧
赤
池

の
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
１２
月
定
例
議
会
に
解
体
撤

去
の
委
託
料
を
補
正
予
算
と
し
て
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、平

成
２１
年
度
当
初
予
算
で
解
体
撤
去
費
を
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
く
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。
天
郷
青
年
の
家
に
つ
い
て
は
、

4
月
1
日
よ
り
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。
建
物
に
つ
い
て
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、解
体
を
し
て
更
地
に
し
た
後
、公
募
に

よ
り
売
却
を
考
え
て
い
ま
す
が
、現
在
の
建
物
で
買
い
た
い

と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、行
政
内
部
で
他
の
用

途
の
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。
旧
方
城
の
第
一
大
型
作
業
所

に
つ
い
て
は
、現
状
の
ま
ま
建
物
、土
地
を
売
却
す
る
方
向

で
公
募
に
よ
り
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
二
大
型

作
業
所
は
解
体
撤
去
後
に
土
地
を
売
却
。
赤
池
の
中
尾
生

活
館
は
解
体
、撤
去
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
ま
す
。
旧
方

城
の
西
中
東
古
門
納
骨
堂
は
解
体
、撤
去
で
、現
在
、県
に

用
途
廃
止
承
認
の
申
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
承
認
を

受
け
ま
し
た
ら
平
成
２１
年
度
に
実
施
に
移
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
�

�

公
共
施
設
の
中
で
、一
番
大
き
な
問
題
と
な
る
の

が
赤
池
、
方
城
支
所
の
統
廃
合
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
廃
止
と
い
う
方
向
で
い
く
の
か
等
、
色
々
な
議
論

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、現
状
か
ら
見
れ
ば
、今
す
ぐ
廃
止

は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
支
所
の
状
況
を
ど
れ
だ

け
把
握
し
て
い
る
の
か
、ま
た
支
所
の
体
制
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
町
民
の
方
か
ら
、ぜ
ひ
図
書
館
や
歴
史

資
料
館
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が
届
い

て
い
ま
す
。
新
町
建
設
計
画
の
中
で
支
所
機
能
確
保
、そ
し

て
住
民
が
多
目
的
に
利
用
で
き
る
交
流
機
能
も
整
備
す
る

と
い
う
よ
う
な
計
画
も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
勘
案
し
な
が
ら
基
本
方
針
は
売
却
を
考
え
て
い
ま
す

が
、住
民
の
方
の
要
望
に
応
え
活
用
で
き
る
施
設
の
検
討
も

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

【
総
務
課
長
】
　
職
員
の
合
理
化
や
業
務
の
見
直

し
等
を
、機
構
委
員
会
等
で
協
議
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、高
齢
化
が
進
む
状
況
な
の
で
、基
本
的
に
は
窓
口

サ
ー
ビ
ス
等
の
低
下
に
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
�

�

滞
納
金
の
徴
収
体
制
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

現
在
ま
で
の
徴
収
体
制
で
成
果
と
問
題
点
を
明
確

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

【
町
長
】
　
滞
納
金
の
問
題
に
つ
い
て
は
、行
政
内

部
で
整
理
を
進
め
解
決
に
向
け
て
努
力
を
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
滞
納
の
問
題
解
決
の
初
段

階
で
は
、4
〜
5
年
も
滞
納
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
き
た
と

い
う
の
が
一
番
大
き
な
問
題
で
し
た
。
成
果
に
つ
い
て
は
、3

月
、7
月
、
１２
月
を
強
調
月
間
と
定
め
、私
、副
町
長
も
含
め

班
を
編
成
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
滞
納
者
の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
て

早
く
納
入
し
て
い
た
だ
く
手
だ
て
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
地

道
な
取
り
組
み
に
よ
り
、以
前
に
比
べ
改
善
が
少
し
ず
つ
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
水
道
料
金
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、

給
水
停
止
と
い
う
措
置
ま
で
踏
み
込
ん
で
行
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
現
在
、作
業
が
進
み
ま
し
て
、9
月
末
か
１０
月

か
ら
実
際
に
給
水
停
止
を
開
始
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

こ
ぎ
つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後
は
水
道
料
金
の
滞
納
の

改
善
は
図
ら
れ
る
と
私
は
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、税

金
、使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、法
的
措
置
を
講
じ
る
体
制
を

現
在
、進
め
て
お
り
ま
す
し
、財
産
等
の
差
し
押
さ
え
も
何

件
か
実
際
に
行
っ
て
、そ
の
実
績
も
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
二
重
、三
重
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で

少
し
ず
つ
改
善
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。
�

�

滞
納
解
消
に
向
け
て
、
全
職
員
が
総
が
か
り
で
徴

収
体
制
を
取
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、も
う
一
度
考
え

た
ら
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
ま
だ
担
当
課
、あ
る
い
は
一
部
の
職
員
が
、

と
い
う
意
識
が
か
な
り
強
く
あ
り
ま
す
。
全
職
員

が
共
通
認
識
の
も
と
に
、こ
の
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
状

況
を
つ
く
り
出
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

回
答
�

回
答
�
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　10月に旧赤池町、旧金田町の秋祭りがあり

ました。�

　この祭りを楽しみに、ふるさとに帰る人も多く

おられ、老若男女を問わず、多くの人たちが楽し

めるものとして、年 さ々かんとなっています。かく

ゆう私も、地元（神崎地区）の祭りに2日間、老

体に鞭打って参加をしました。（しばらくは声が

かれて不自由しました。）又、11月のはじめには

郷土芸能全国大会があり、福岡大会で優勝し

た金田平原青年団（獅子舞）の皆さんが県の

代表として出場し、福智町の郷土芸能を全国

にアピールしています。笛、太鼓の調べとともに、

地元内外での伝統の伝承に日々の積み重ね

の大切さを、あらためてかみしめたところです。�

（道人）�

�

▲さつま町議会　濱田等議長より歓迎のあいさつ。�

▲行財政改革の説明に、真剣に耳を傾ける。�

　10月29日・30日に、鹿児島県さつま町へ視察研修に行きました。�

　さつま町は、平成17年3月22日に宮之城町・鶴田町・薩摩町が合併し

誕生した町です。人口は約2万5千人、面積は303.48ｋ㎡、主要産業は

農林業で観光等にも力を入れている町です。福智町と合併時期や人口

規模が類似しており、先進的な行財政改革に取り組んでいるということで、

今回研修地に選定しました。�

　最初に、さつま町の議長からあいさつをいただき、議会事務局長から議

会の現状などの説明を受けました。次に、行政管理室長から合併後の施

策等の説明を受け、各部署からも現状等の説明を受けました。主な取組

としては①滞納整理のために元税理士を雇用している②滞納者に対し

て合併浄化槽や畜産関係の助成を制限している③イベントは行政主体

から民間主体に転換を行っている、などがありました。また、福智町からは

滞納金の徴収関係について質問し、法的な措置と訪問徴収との組み合

わせで成果を挙げている、との回答でした。�

　今回の研修を今後の行財政改革へ活かしていきたいと思います。�


